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                                                                       校長  田中  準章     

  言葉はその人の人間性の表れであると思います。美しい言葉，正しい言葉を発する人は美しい心，正

しい心を持っています。人を優しく包み込む温かい言葉を使えるようになりたいものです。（以前の国

語の教科書に載っていた素敵なコラムを紹介します。） 

                             言葉の力            大岡 信 

  人はよく美しい言葉，正しい言葉について語る。しかし，私たちが用いる言葉のどれをとってみても，

単独にそれだけで美しいと決まっている言葉，正しいと決まっている言葉はない。ある人があるとき発

した言葉がどんなに美しかったとしても，別の人がそれを用いたとき同じように美しいとは限らない。

それは，言葉というものの本質が，口先だけのもの，語彙だけのものだはなくて，それを発している人

間全体の世界をいやおうなしに背負ってしまうところにあるからである。人間全体が，ささやかな言葉

の一つ一つに反映してしまうからである。 
 

 京都の嵯峨に住む染織家志村ふくみさんの仕事場で話していたおり，志村さんがなんとも美しい桜色

に染まった糸で織った着物を見せてくれた。そのピンクは淡いようでいて，しかも燃えるような強さを

内に秘め，はなやかで，しかも深く落ち着いている色だった。その美しさは目と心を吸い込むように感

じられた。 

「この色は何から取り出したんですか」 

「桜からです」 

と志村さんは答えた。素人の気安さで，私はすぐに桜の花びらを煮詰めて色を取

り出したものだろうと思った。実際はこれは桜の皮から取り出した色なのだっ

た。あの黒っぽいごつごつした桜の皮からこの美しいピンクの色が取れるのだ

という。志村さんは続いてこう教えてくれた。この桜色は一年中どの季節でもと

れるわけではない。桜の花が咲く直前のころ，山の桜の皮をもらってきて染める

と，こんな上気したような，えもいわれぬ色が取り出せるのだ，と。 
 

 私はその話を聞いて，体が一瞬ゆらぐような不思議な感じにおそわれた。春先，間もなく花となって

咲き出でようとしている桜の木が，花びらだけでなく，木全体で懸命になって最上のピンクの色になろ

うとしている姿が，私の脳裡にゆらめいたからである。花びらのピンクは幹のピンクであり，樹皮のピ

ンクであり，樹液のピンクであった。桜は全身で春のピンクに色づいていて，花びらはいわばそれらの

ピンクが，ほんの先端だけ姿を出したものにすぎなかった。考えてみればこれはまさにそのとおりで，

木全体の一刻も休むことのない活動の精髄が，春という時節に桜の花びらという一つの現象になるにす

ぎないのだった。しかしわれわれの限られた視野の中では，桜の花びらに現れ出たピンクしか見えない。

たまたま志村さんのような人がそれを樹木全身の色として見せてくれると，はっと驚く。 
 

 このように見てくれば，これは言葉の世界での出来事と同じことではないかという気がする。言葉の

一語一語は桜の花びら一枚一枚だといっていい。一見したところぜんぜん別の色をしているが，しかし，

本当は全身でその花びらの色を生み出している大きな幹，それを，その一語一語の花びらが背後に背

負っているのである。そういうことを念頭におきながら，言葉というものを考える必要があるのではな

かろうか。そういう態度をもって言葉の中で生きていこうとするとき，一語一語のささやかな言葉の，

ささやかさそのものの大きな意味が実感されてくるのではなかろうか。美しい言葉，正しい言葉という

ものも，そのときはじめて私たちの身近なものになるだろう。 

(中学校『国語２』，光村図書出版) 

美しい言葉・正しい言葉 



    
 

【陸上部】日置地区陸上大会  男子総合1位  女子総合1位 

               各種目3位以上は県総体出場 

【剣道部】県中学校剣道大会    女子団体優勝   

               剣道場連盟剣道大会    団体優勝・2位   

                                              ※全国大会出場 

【女子ソフトテニス部】川薩連盟旗中学校春季大会  優勝    岩元旗県中学校大会  3位 

                                 鹿児島市長杯個人戦  3位（久徳・遠矢） 

【男子バレーボール部】第50回南薩・鹿児島地区中学生大会  3位 

美しき魂の足跡 

 

  新型コロナウイルス感染症の拡大が令和2年に始まって以来，実施することができなかった

職場体験。本年度，校区内外のたくさんの事業所の皆様の御協力のおかげで，４年ぶりに開催

することができました。 

  生徒たちは最初は緊張した表情で臨んでいましたが，皆様の親切な御指導により，徐々に雰囲

気に慣れていったようでした。「働く」ということの意義や大変さを，少しでも感じることが

できたのではないかと思います。 

  御協力いただいた５３の事業所の皆様，本当にありがとうございました。 

自らの進路選択のために～職場体験学習を実施しました～ 

 

  13日（土），伊集院小学校，飯牟礼小学校

と合同で，原子力災害を想定した引き渡し訓練

を行いました。 

   昨年は大渋滞が発生し，地域の方々に多大な

ご迷惑をおかけしました。その反省に基づき，

昨年と一部方法を変更して実施しました。当日

大雨の中での実施でしたが，概ね計画通り行う

ことができました。一方で，新たな課題も見え

てきました。皆様からいただいた多くのご意見

を元に，来年さらに改良

を加えてまいります。 

  御協力いただきありがと

うございました。 

原子力災害避難訓練（引き渡し訓練）   ６月の主な行事 
6/2 (金) フレッシュ研修研究授業（４校時１－２） 

6 (火) 地区総体（～７日） 

   バレー・バスケット・サッカー・野球 

   ソフトテニス・柔道 

8 (木) 地区総体（剣道・予備日） 

9 (金) 期末テスト前部活停止（～１５日） 

10 (土) 土曜授業 

13 (火) 学年朝会 第１回学校運営協議会 

14 (水) 期末テスト・ノーメディアデー（～１６日）  

19 (月) 学級・生徒会専門部会・代議員会 

22 (木) 内科検診（２・３年） 

26 (月) 宿泊学習（～２７日  １年） 

27 (火) ひおき学校外学習（２年） 

   高校説明会（～２８日  ３年5･６校時） 

28 (水) 宿泊学習休養措置日（１年） 


